
(57)【要約】

【構成】ＭＥＡ４とカーボンフィルム１２，１４，金属

板１８，２２，封孔体２６を重ねて、熱可塑性樹脂製の

本体ハウジング４０で上下から挟み込んで、これらを固

定する。

【効果】かしめやネジを使わずに、ＭＥＡをハウジング

に組み付けることができる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ ロ ト ン 導 電 体 膜 の 表 裏 に 少 な く と も 検 知 極 と 対 極 と を 設 け た Ｍ Ｅ Ａ を 、 上 下 一 対 の 導 電
板 の 間 に 挟 み 込 ん だ セ ン サ に お い て 、
前 記 上 下 一 対 の 導 電 板 の 周 縁 部 を 、 リ ン グ の 内 側 に 上 下 一 対 の つ ば と そ の 間 の 溝 を 有 す る
樹 脂 製 の リ ン グ 状 部 材 に 保 持 し て 、 上 下 か ら リ ン グ 状 部 材 の つ ば で 押 圧 し て 固 定 し た こ と
を 特 徴 と す る 、 プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 上 下 一 対 の 導 電 板 を 各 々 金 属 板 で 構 成 し 、 検 知 極 側 の 金 属 板 を 対 極 側 の 金 属 板 よ り も
肉 薄 に し て 、 該 検 知 極 側 の 金 属 板 に 検 知 対 象 ガ ス の 導 入 用 の 拡 散 制 御 孔 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ の プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
プ ロ ト ン 導 電 体 膜 の 表 裏 に 少 な く と も 検 知 極 と 対 極 と を 設 け た Ｍ Ｅ Ａ を 、 上 下 一 対 の 導 電
板 の 間 に 挟 み 込 ん だ セ ン サ の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 上 下 一 対 の 導 電 板 と Ｍ Ｅ Ａ を 樹 脂 製 の リ ン グ 状 部 材 に セ ッ ト し 、 リ ン グ 状 部 材 を 熱 変
形 さ せ て 、 該 一 対 の 導 電 板 を リ ン グ 状 部 材 で 上 下 か ら 挟 み 込 ん で 固 定 す る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 、 プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 利 用 分 野 】
こ の 発 明 は 、 新 規 な プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ と そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ５ ６ ５ ０ ， ０ ５ ４ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 ４ ８ ２ ０ ， ３ ８ ６ 号
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ は 、 プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ の 構 造 を 開 示 し て い る 。 そ こ で は 、 プ ロ ト ン 導
電 体 膜 と そ の 表 裏 の 検 知 極 と 対 極 と か ら な る Ｍ Ｅ Ａ を 、 一 対 の 金 属 板 の 間 に 挟 み 込 み 、 こ
れ ら を 金 属 缶 に 取 り 付 け る 。 下 部 の 金 属 板 は 、 金 属 缶 の く び れ 部 で 支 持 し 、 上 部 の 金 属 板
と 金 属 缶 の 開 口 と の 間 に ガ ス ケ ッ ト を 配 置 し て 、 金 属 板 の 開 口 を か し め る 。 こ れ に よ っ て
、 セ ン サ 本 体 を 金 属 缶 に 固 定 す る 。 こ の 構 造 で は 、 か し め に 伴 う 機 械 的 衝 撃 で 、 Ｍ Ｅ Ａ の
位 置 が ず れ る こ と が あ る 。 ま た セ ン サ 本 体 の 各 部 で の 電 気 的 コ ン タ ク ト や 気 密 性 は 、 か し
め に よ る 圧 力 で 保 た れ る 。 し か し セ ン サ 本 体 の 各 部 分 に 均 一 に 圧 力 を 加 え る よ う に か し め
る に は 、 か し め を 正 確 に 管 理 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ と は 別 に 特 許 文 献 ２ は 、 Ｍ Ｅ Ａ を 水 溜 側 の 樹 脂 製 ハ ウ ジ ン グ と 検 知 極 側 の フ ィ ル タ ヘ
ッ ド と の 間 に 挟 み 込 み 、 ネ ジ で フ ィ ル タ ヘ ッ ド を 樹 脂 製 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 し て 、 Ｍ Ｅ Ａ を
位 置 決 め す る こ と を 開 示 し て い る 。 Ｍ Ｅ Ａ は ネ ジ 止 め に よ る 圧 力 で 固 定 さ れ 、 同 時 に 気 密
性 も 確 保 さ れ る 。 し か し 、 こ の 構 造 で は ハ ウ ジ ン グ が 大 型 化 し 、 ま た ネ ジ 孔 加 工 や ネ ジ 止
め 作 業 の た め に セ ン サ の コ ス ト が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 課 題 】
こ の 発 明 の 課 題 は 、 プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ の 新 た な 構 造 と そ の 製 造 方 法 と を 提 供 す る
こ と に あ り 、
・ 　 ネ ジ 止 め や か し め を 用 い ず に 、 Ｍ Ｅ Ａ を ハ ウ ジ ン グ に 固 定 で き る 構 造 と 製 造 方 法 と を
提 供 し （ 請 求 項 １ ～ ３ ） 、
・ 　 Ｍ Ｅ Ａ へ の 周 囲 雰 囲 気 の 拡 散 制 御 を よ り 容 易 に す る （ 請 求 項 ２ ） 、 こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 構 成 】
こ の 発 明 の プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ は 、 プ ロ ト ン 導 電 体 膜 の 表 裏 に 少 な く と も 検 知 極 と
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対 極 と を 設 け た Ｍ Ｅ Ａ を 、 上 下 一 対 の 導 電 板 の 間 に 挟 み 込 ん だ セ ン サ に お い て 、 前 記 上 下
一 対 の 導 電 板 の 周 縁 部 を 、 リ ン グ の 内 側 に 上 下 一 対 の つ ば と そ の 間 の 溝 を 有 す る 樹 脂 製 の
リ ン グ 状 部 材 に 保 持 し て 、 上 下 か ら リ ン グ 状 部 材 の つ ば で 押 圧 し て 固 定 し た こ と を 特 徴 と
す る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
好 ま し く は 、 前 記 上 下 一 対 の 導 電 板 を 各 々 金 属 板 で 構 成 し 、 検 知 極 側 の 金 属 板 を 対 極 側 の
金 属 板 よ り も 肉 薄 に し て 、 該 検 知 極 側 の 金 属 板 に 検 知 対 象 ガ ス の 導 入 用 の 拡 散 制 御 孔 を 設
け る （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た こ の 発 明 の プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ の 製 造 方 法 は 、 プ ロ ト ン 導 電 体 膜 の 表 裏 に 少 な
く と も 検 知 極 と 対 極 と を 設 け た Ｍ Ｅ Ａ を 、 上 下 一 対 の 導 電 板 の 間 に 挟 み 込 ん だ セ ン サ の 製
造 方 法 に お い て 、 前 記 上 下 一 対 の 導 電 板 と Ｍ Ｅ Ａ を 樹 脂 製 の リ ン グ 状 部 材 に セ ッ ト し 、 リ
ン グ 状 部 材 を 熱 変 形 さ せ て 、 該 一 対 の 導 電 板 を リ ン グ 状 部 材 で 上 下 か ら 挟 み 込 ん で 固 定 す
る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る （ 請 求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 作 用 と 効 果 】
こ の 発 明 の プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ で は 、 Ｍ Ｅ Ａ と そ の 上 下 一 対 の 導 電 板 と を 、 樹 脂 製
の リ ン グ 上 部 材 に 挟 み 込 ん で 、 つ ば で 上 下 か ら 押 圧 し て 固 定 す る 。 こ の ガ ス セ ン サ で は 、
リ ン グ 状 部 材 を 熱 変 形 さ せ る こ と に よ り 少 な く と も 一 方 の つ ば を 形 成 し て 製 造 で き る の で
、 か し め が 不 要 に な る 。 そ の た め か し め に 伴 う Ｍ Ｅ Ａ の 位 置 ず れ が な く 、 ま た ネ ジ 止 め も
不 要 な の で 、 小 型 で 低 コ ス ト な プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ が 得 ら れ る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 検 知 極 側 の 金 属 板 を 対 極 側 よ り も 肉 薄 に し て 、 拡 散 制 御 孔 の 形 成 を
容 易 に し 、 精 度 の あ る 拡 散 制 御 孔 が 得 ら れ る よ う に す る 。 こ の 結 果 、 検 知 極 へ の 周 囲 雰 囲
気 の 拡 散 を 正 確 に 制 御 し 、 セ ン サ 間 の 出 力 ば ら つ き を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 発 明 の プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ の 製 造 方 法 で は 、 Ｍ Ｅ Ａ と 上 下 一 対 の 導 電 板 を 樹 脂
製 の リ ン グ 状 部 材 に セ ッ ト し 、 こ の 部 材 を 熱 変 形 さ せ て 、 上 下 一 対 の 導 電 板 を 挟 み 込 む よ
う に す る の で 、 か し め や ネ ジ 止 め な し に 、 プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ を 製 造 で き る （ 請 求
項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 実 施 例 】
図 １ ～ 図 ４ に 、 実 施 例 を 示 す 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 ２ は セ ン サ 本 体 で 、 プ ロ ト ン 導 電 体
膜 ６ の 一 方 の 表 面 に 対 極 ８ を 、 他 方 の 表 面 に 検 知 極 １ ０ を 設 け た Ｍ Ｅ Ａ ４ を 用 い た も の で
あ る 。 プ ロ ト ン 導 電 体 膜 ６ に は 、 固 体 高 分 子 プ ロ ト ン 導 電 体 の 膜 な ど を 用 い る 。 Ｍ Ｅ Ａ ４
の 検 知 極 １ ０ 側 の 表 面 に カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２ を 、 対 極 ８ 側 の 表 面 に カ ー ボ ン フ ィ ル ム １
４ を 積 層 す る 。 カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２ ， １ ４ は 、 例 え ば 多 孔 質 の カ ー ボ ン シ ー ト を フ ッ 素
樹 脂 な ど で 疎 水 化 し た 、 導 電 性 の 多 孔 質 膜 で 、 検 知 極 １ ０ や 対 極 ８ へ の ガ ス の 分 配 と 、 後
述 の 金 属 板 １ ８ ， ２ ２ と の 導 電 性 コ ン タ ク ト と を 行 う 。 検 知 極 １ ０ 側 の カ ー ボ ン フ ィ ル ム
１ ２ は 、 雰 囲 気 中 の ガ ス を 検 知 極 １ ０ に 分 配 し 、 対 極 ８ 側 の カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ４ は 水 溜
な ど か ら の 水 蒸 気 を 対 極 ８ に 分 配 す る 。 な お 対 極 ８ 側 の カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ４ は 、 設 け な
く て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ６ は リ ン グ 状 弾 性 体 で 、 例 え ば ポ リ ウ レ タ ン の エ ラ ス ト マ ー な ど を 用 い る 。 １ ８ ， ２ ２
は 金 属 板 で 、 例 え ば ス テ ン レ ス や チ タ ン の 薄 板 な ど を 用 い 、 ２ ０ は 対 極 ８ 側 の 金 属 板 １ ８
に 設 け た 開 口 で 、 水 溜 に 接 続 し な い 場 合 は 設 け な い 。 ２ ４ は 、 検 知 極 １ ０ 側 の 金 属 板 ２ ２
に 設 け た 拡 散 制 御 孔 で あ る 。 弾 性 体 １ ６ は 、 金 属 板 １ ８ ， ２ ２ の 間 で 、 Ｍ Ｅ Ａ ４ の 周 縁 を
シ ー ル し て 、 検 知 極 １ ０ 側 か ら 対 極 ８ 側 へ 周 囲 雰 囲 気 が 回 り 込 む こ と や 、 後 述 の 本 体 ハ ウ
ジ ン グ ４ ０ と 金 属 板 １ ８ ， ２ ２ と の 隙 間 か ら 、 周 囲 雰 囲 気 な ど が 回 り 込 む の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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対 極 ８ 側 の 金 属 板 １ ８ は 例 え ば 肉 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 金 属 板 を 用 い 、 開 口 ２ ０ は 例 え ば 直
径 が ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 で 、 エ ッ チ ン グ や プ レ ス に よ る 打 ち 抜 き な ど で 形 成 す る 。 拡 散 制 御 孔
２ ４ は 孔 径 の 精 度 が 重 要 で 、 開 口 ２ ０ よ り も 小 さ な 開 口 で あ る 。 こ の た め 検 知 極 １ ０ 側 の
金 属 板 ２ ２ を 、 金 属 板 １ ８ よ り も 薄 肉 の 、 例 え ば 肉 厚 ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の 金 属 板 で 構 成 し 、
拡 散 制 御 孔 ２ ４ は 、 孔 径 の 精 度 を 増 す た め 、 プ レ ス に よ る 打 ち 抜 き で 形 成 す る 。 な お 金 属
板 ２ ２ は 肉 厚 が 小 さ い の で 、 エ ッ チ ン グ で 拡 散 制 御 孔 ２ ４ を 形 成 し て も 良 い が 、 打 ち 抜 き
に 比 べ て オ ー バ ー エ ッ チ ン グ や ア ン ダ ー エ ッ チ ン グ に よ り 孔 径 の ば ら つ き が 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
２ ６ は 封 孔 体 で 、 金 属 キ ャ ッ プ ２ ８ と 下 部 金 属 板 ３ ０ と か ら な り 、 こ れ ら の 間 に 活 性 炭 や
シ リ カ ゲ ル 、 ゼ オ ラ イ ト な ど の フ ィ ル タ 材 ３ ２ を 充 填 し 、 ガ ス 導 入 孔 ３ ４ ， ３ ６ か ら 周 囲
の 雰 囲 気 を 拡 散 制 御 孔 ２ ４ へ 供 給 す る 。 そ し て フ ィ ル タ 材 ３ ２ に よ り 、 被 毒 ガ ス や 誤 報 の
原 因 と な る ガ ス を 除 去 す る 。 ガ ス 導 入 孔 ３ ４ ， ３ ６ は 、 少 な く と も そ の 一 方 が 封 孔 体 ２ ６
の 軸 方 向 中 心 か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 し 、 こ こ で は ガ ス 導 入 孔 ３ ４ を 封 孔 体 ２ ６ の 軸 方 向 中
心 に 配 置 し 、 ガ ス 導 入 孔 ３ ６ を 金 属 キ ャ ッ プ ２ ８ の 側 面 に 複 数 個 設 け る 。 こ の よ う に し て
フ ィ ル タ 材 ３ ２ が 全 体 的 に 使 用 さ れ 、 そ の 寿 命 が 延 び る よ う に す る 。 な お 下 部 金 属 板 ３ ０
を 設 け ず 、 金 属 キ ャ ッ プ ２ ８ に 拡 散 制 御 孔 ２ ４ を 設 け た 金 属 板 ２ ２ を 直 接 溶 接 な ど で 取 り
付 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
４ ０ は 樹 脂 製 の 本 体 ハ ウ ジ ン グ で 、 リ ン グ 状 の 部 材 で あ り 、 樹 脂 の 材 料 に は 好 ま し く は 熱
可 塑 性 樹 脂 を 用 い 、 例 え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 Ａ Ｂ Ｓ 、 ナ イ ロ ン 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー
ボ ネ ー ト 、 な ど を 用 い る 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ に は 熱 硬 化 性 樹 脂 も 用 い 得 る が 、 熱 変 形 前
に リ ン グ 状 に 成 型 す る の が 困 難 で あ る 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ に は 、 ゴ ム 状 の 樹 脂 を 用 い て
、 ゴ ム の 弾 力 で 上 下 か ら 金 属 板 １ ８ ， ２ ２ を 押 圧 す る よ う に し て も 良 い が 、 ゴ ム 状 の 樹 脂
は 、 ７ ０ ℃ 程 度 の 高 温 に さ ら さ れ た 際 に ガ ス を 発 生 し て 、 Ｍ Ｅ Ａ ４ に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ
が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
４ ２ は 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 底 部 で 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 成 形 時 に 最 初 か ら こ の よ う な
形 に 成 形 し て お く 。 ４ ４ は 側 部 で 、 ４ ５ は そ の 内 側 の 溝 部 で 、 ４ ６ は セ ン サ 本 体 ２ の 組 み
付 け 時 に 熱 変 形 に よ り 設 け た 頂 部 で あ る 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 側 部 ４ ４ の 内 側 の 溝 部
４ ５ に 、 金 属 板 １ ８ か ら 下 部 金 属 板 ３ ０ ま で を 収 容 し 、 こ れ ら を 一 対 の つ ば と し て の 底 部
４ ２ と 頂 部 ４ ６ と で 挟 み 込 み 、 底 部 ４ ２ と 頂 部 ４ ６ 間 の 押 圧 力 で 、 封 孔 体 ２ ６ ～ 金 属 板 １
８ を 固 定 す る と 共 に 、 こ れ ら の 間 の 気 密 性 や 電 気 的 接 続 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 上 部 を 熱 可 塑 性 樹 脂 の 軟 化 温 度 付 近 に 加 熱 し な が ら 、 封 孔 体 ２ ６ 側
に 力 を 加 え る と 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 上 部 が 熱 変 形 し て 頂 部 ４ ６ と な る 。 そ の 後 の 冷 却
に 伴 い 、 頂 部 ４ ６ は 収 縮 し よ う と す る の で 、 頂 部 ４ ６ か ら 底 部 ４ ２ の 向 き に 働 く 押 圧 力 が
発 生 す る 。 こ れ ら の 押 圧 力 に よ り 、 下 部 金 属 板 ３ ０ と 金 属 板 ２ ２ と の 電 気 的 コ ン タ ク ト が
確 保 さ れ 、 同 様 に 金 属 板 ２ ２ と カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２ ， カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２ と 検 知 極 １
０ 間 の 電 気 的 接 続 が 確 保 さ れ る 。 こ れ と 同 様 に し て 、 金 属 板 １ ８ と カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ４
、 並 び に カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ４ と 対 極 ８ 間 の 電 気 的 接 続 が 確 保 さ れ る 。 ま た 頂 部 ４ ６ と 底
部 ４ ２ 間 の 押 圧 力 に よ り 、 気 密 性 が 確 保 さ れ 、 例 え ば 下 部 金 属 板 ３ ０ の 周 縁 や 金 属 板 １ ８
の 周 縁 な ど を 介 し て 回 り 込 む ガ ス を 遮 断 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
頂 部 ４ ６ の 熱 変 形 後 の 押 圧 力 を 用 い て セ ン サ 本 体 ２ を 固 定 す る の で 、 か し め の よ う に 衝 撃
を 加 え る こ と が な い 。 発 明 者 の 経 験 で は 、 か し め を 用 い て Ｍ Ｅ Ａ ４ や カ ー ボ ン フ ィ ル ム １
２ ， １ ４ な ど を 金 属 板 １ ８ ， ２ ２ 間 に 位 置 決 め す る と 、 ５ ％ 程 度 の 頻 度 で カ ー ボ ン フ ィ ル
ム １ ２ ， １ ４ や Ｍ Ｅ Ａ ４ の 位 置 ず れ が 発 生 し た 。 位 置 ず れ の 生 じ た セ ン サ は 不 良 品 と な る
が 、 熱 変 形 を 用 い る と 機 械 的 な 衝 撃 が な い の で 、 こ の よ う な 不 良 が 発 生 し な い 。 ま た 熱 変
形 後 の 収 縮 力 を 利 用 し た 押 圧 で は 、 下 部 金 属 板 ３ ０ や 金 属 板 １ ８ の 周 方 向 に 沿 っ て 、 ほ ぼ
均 一 に 圧 力 を 加 え る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に セ ン サ 本 体 ２ の 要 部 の 分 解 状 態 を 示 す と 、 Ｍ Ｅ Ａ ４ の 検 知 極 １ ０ 寄 り に カ ー ボ ン フ
ィ ル ム １ ２ が あ り 、 対 極 ８ 寄 り に カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ４ が あ る 。 カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２ ，
１ ４ や Ｍ Ｅ Ａ ４ は そ れ ぞ れ 膜 厚 数 十 μ ｍ 程 度 の 部 材 で 、 こ れ ら は 同 径 で あ り 、 リ ン グ 状 弾
性 体 １ ６ が そ の 周 囲 を 取 り 巻 い て い る 。 カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ４ の 下 側 に は 、 肉 厚 の 金 属 板
１ ８ が あ り 、 直 径 の 大 き な 開 口 ２ ０ を 設 け て あ る 。 こ れ に 対 し て 、 カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２
の 上 側 に は 肉 薄 の 金 属 板 ２ ２ が あ り 、 打 ち 抜 き 加 工 に よ り 直 径 ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の 拡 散 制 御
孔 ２ ４ を 設 け て あ る 。 そ し て 金 属 板 ２ ２ に 重 な て 、 封 孔 体 ２ ６ を 配 置 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に 、 セ ン サ 本 体 ２ の 組 み 付 け 工 程 を 示 す 。 Ｍ Ｅ Ａ ４ と カ ー ボ ン フ ィ ル ム １ ２ ， １ ４ 、
金 属 板 １ ８ ， ２ ２ 並 び に 封 孔 体 ２ ６ を 、 ハ ウ ジ ン グ の 底 部 ４ ２ 上 に セ ッ ト す る 。 続 い て ハ
ウ ジ ン グ の 上 部 を 下 部 金 属 板 ３ ０ 側 へ と 加 熱 し な が ら 押 圧 す る と 、 熱 変 形 に よ り 頂 部 ４ ６
が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ へ の 組 み 付 け が 終 了 し 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０
が 冷 却 す る と 、 頂 部 ４ ６ に 働 く 収 縮 力 の た め に 、 底 部 ４ ２ と 頂 部 ４ ６ と の 間 に 前 記 の 押 圧
力 が 発 生 す る 。 そ し て こ の 押 圧 力 で 、 セ ン サ 本 体 ２ の 各 部 材 の 位 置 決 め が な さ れ 、 電 気 的
な コ ン タ ク ト や 必 要 な 気 密 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 例 で は 底 部 ４ ２ を 事 前 に 成 形 し 、 頂 部 ４ ６ を セ ン サ 本 体 ２ の 組 み 付 け 時 に 熱 変 形 さ せ
た が 、 逆 に 頂 部 ４ ６ を 事 前 に 成 形 し 、 底 部 ４ ２ を セ ン サ 本 体 の 組 み 付 け 時 に 熱 変 形 さ せ て
も 良 い 。 ま た 封 孔 体 ２ ６ は フ ィ ル タ 材 ３ ２ を 収 容 す る た め の 部 材 で 、 特 に 設 け な く て も 良
く 、 ま た 封 孔 体 ２ ６ を 金 属 板 １ ８ ， ２ ２ な ど と 一 体 に 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ に 組 み 付 け る 必
要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ に 、 セ ン サ 本 体 ２ を 樹 脂 製 な ど の 水 溜 ５ ０ に 取 り 付 け た 例 を 示 す 。 ５ ２ は ポ リ プ ロ ピ
レ ン フ ィ ル ム な ど を 用 い た 水 パ ッ ク で 、 内 部 に 水 を 収 容 し 、 ５ ４ は 水 蒸 気 導 入 孔 、 ５ ６ は
小 部 屋 で あ る 。 ５ ８ ， ６ ０ は 金 属 製 の リ ー ド で あ り 、 ６ ２ は 金 属 製 の 弾 性 体 で あ る 。 図 ４
の 例 で は 、 水 パ ッ ク ５ ２ を 透 過 し た 水 蒸 気 を 水 蒸 気 導 入 孔 ５ ４ か ら 小 部 屋 ５ ６ へ と 導 入 す
る 。 小 部 屋 ５ ６ 内 の 水 蒸 気 は 、 セ ン サ 本 体 ２ の 開 口 ２ ０ を 介 し て 対 極 ８ に 導 入 さ れ 、 小 部
屋 ５ ６ を 周 囲 雰 囲 気 か ら 気 密 に し て 、 対 極 ８ へ 周 囲 雰 囲 気 が 回 り 込 む の を 防 止 す る 。 リ ー
ド ６ ０ は 溶 接 な ど に よ り 封 孔 体 ２ ６ に 取 り 付 け 、 リ ー ド ５ ８ は 弾 性 体 ６ ２ を 介 し て 対 極 側
の 金 属 板 に 導 通 さ せ る 。 ま た セ ン サ 本 体 ２ は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 頂 部 ４ ６ 側 に 設 け た
爪 な ど に よ り 、 水 溜 ５ ０ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 水 溜 ５ ０ の 構 造 は 任 意 で あ り 、 セ ン サ 本 体 ２ は 必 ず し も 水 溜 に 取 り 付 け る 必 要 は な い
。 水 溜 を 用 い な い 場 合 、 金 属 板 １ ８ に 開 口 ２ ０ を 設 け な い よ う に し て 、 対 極 ８ を 周 囲 雰 囲
気 か ら 遮 断 す れ ば よ く 、 相 対 湿 度 が ５ ０ ％ 以 下 に 低 下 し な い 環 境 で は 、 水 溜 な し で も セ ン
サ 本 体 ２ は 動 作 可 能 で あ る 。 セ ン サ 本 体 ２ は 任 意 の 構 造 の 水 溜 に 取 り 付 け る こ と が で き 、
ま た そ れ 単 独 で 用 い る こ と が で き る 。 セ ン サ 本 体 ２ の 組 み 付 け に は 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の
熱 変 形 を 利 用 す る の で 、 簡 単 で 作 業 性 が 良 く 、 機 械 的 な 衝 撃 を 加 え な い の で 、 カ ー ボ ン フ
ィ ル ム や Ｍ Ｅ Ａ の 位 置 ず れ な ど が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 の プ ロ ト ン 導 電 体 ガ ス セ ン サ で の セ ン サ 本 体 の 断 面 図
【 図 ２ 】 実 施 例 で の セ ン サ 本 体 の 分 解 状 態 を 示 す 図
【 図 ３ 】 実 施 例 で の セ ン サ 本 体 の 組 み 付 け 工 程 を 示 す 図
【 図 ４ 】 実 施 例 で セ ン サ 本 体 を 水 溜 に 装 着 し た 例 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 　 　 　 　 セ ン サ 本 体
４ 　 　 　 　 　 Ｍ Ｅ Ａ
６ 　 　 　 　 　 プ ロ ト ン 導 電 体 膜
８ 　 　 　 　 　 対 極
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１ ０ 　 　 　 　 検 知 極
１ ２ ， １ ４ 　 カ ー ボ ン フ ィ ル ム
１ ６ 　 　 　 　 リ ン グ 状 弾 性 体
１ ８ ， ２ ２ 　 金 属 板
２ ０ 　 　 　 　 開 口
２ ４ 　 　 　 　 拡 散 制 御 孔
２ ６ 　 　 　 　 封 孔 体
２ ８ 　 　 　 　 金 属 キ ャ ッ プ
３ ０ 　 　 　 　 下 部 金 属 板
３ ２ 　 　 　 　 フ ィ ル タ 材
３ ４ ， ３ ６ 　 ガ ス 導 入 孔
４ ０ 　 　 　 　 本 体 ハ ウ ジ ン グ
４ ２ 　 　 　 　 底 部
４ ４ 　 　 　 　 側 部
４ ５ 　 　 　 　 溝 部
４ ６ 　 　 　 　 頂 部
５ ０ 　 　 　 　 水 溜
５ ２ 　 　 　 　 水 パ ッ ク
５ ４ 　 　 　 　 水 蒸 気 導 入 孔
５ ６ 　 　 　 　 小 部 屋
５ ８ ， ６ ０ 　 リ ー ド
６ ２ 　 　 　 　 弾 性 体
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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